
【低学年２－１】おや，なにかわすれていないかな

－ 実体験を取り入れた指導 －

気持ちのよいあいさつ 〔２－ 〕（１）主題名 １

時と場に応じて，気持ちのよいあいさつをしようとする態度を育てる。（２）ねらい

「おや，なにかわすれていないかな」（３）資料名

（４）授業の展開例

学 習 活 動 主な発問と児童の心の動き 留 意 点

１ あいさつには，ど ○あなたは毎日，誰とどんなあいさつを ○いろいろなあいさつの場

， 。導 んな言葉があるか考 していますか。 面を想定し 発表させる

える。 ・お母さんに「おはよう」と言う。

・先生に「さようなら」と言う。入

・お客様に「こんにちは」と言う。

２ 「おや，なにかわ ○お話に出てきた小鳥やネコや金魚たち ○小鳥や金魚になったつも

すれていないかな」 は，首を傾けてどんなことを思ったで りで発表させる。

を読んで話し合う。 しょうか。 ○あいさつをしてもらえな

・あれ おはよう や いただきます かった相手の気持ちにつ，「 」 「 」

って言ってないぞ。 いて考えさせることで，

・先生に「ありがとう」って言わないと あいさつが人間関係の基

いけないよ。 本であるということを感

・手を振るだけじゃなくて，大きな声で じさせる。展

「ただいま」って言った方がいいよ。 ○かずみが，きちんとした

・ちゃんとあいさつしないと相手の人が あいさつではないけれ

嫌な気持ちになるよ。 ど，相手に対応している

場面もあることについて

理解させる。

３ あいさつについて ◎かずみは，どのようにあいさつをすれ ○場面ごとに適切なあいさ

考え 体験してみる ばよいのでしょうか。 つを考え，実体験する。， 。

・ おはようございます 」「 。

・ いただきます 」 ○言葉だけでなく，表情や開 「 。

・ ありがとう 」 声の大きさなどにも目を「 。

・ ただいま 」 向けさせる。「 。

４ 自分を振り返る。 ○あいさつができてよかったなと思うこ ○上手にあいさつができる

とやあいさつで嬉しい気持ちになった と，自分も相手もよい気

ことを教えてください。 持ちになることを理解さ

・元気よくあいさつをしてほめられた。 せる。

・友だちに「おはよう」と言われるとう

れしい気持ちになる。

５ あいさつに関する ○「あいさつ」に関した歌

歌を歌う。 を歌い，楽しい雰囲気で終

・あいさつをするって気持ちがいいね。 終わることで「あいさつ

っていいな 」という気末 。

持ちを高める。
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活用に生かすための実践報告

◎ 「おや，なにかわすれていないかな」

１ 主題の設定

・あいさつは，よりよい人間関係を築

くための基本であり，最低限の礼儀で

ある。それは，たとえ相手が家族や友

だち，担任の教師など，児童にとって

親しい間柄の人たちであっても同じこ

とである。この資料では，児童の日々

の生活の中で，あいさつを忘れがちで

あろうと思われる状況を想定して物語

を展開させることで，主人公と自分と

を重ねて考えることができるようにと

考えた。あいさつのほんのちょっとし

た一言が，自分と相手の関係を一層さ

， ，わやかなものにするということ また

あいさつは，される方だけでなく，す

る方にとっても気持ちのよいことであ

るということを感じ取らせたい。

２ 指導過程の工夫

・展開場面では，主人公のいけないと

ころについて，児童に直接発言させる

のではなく，かずみを見て首をかしげ

ている小鳥や猫になったつもりで発言

させることで，どの児童にとっても発

表しやすい雰囲気をつくるとともに，

かずみに対していろいろな視点から気

付きを引き出そうと考えた。なお，主

人公はあいさつという面ではうっかり

しているが相手との対応のし方につい

て共感できる面があることに留意した

い。

３ 発問の工夫

・よいあいさつをするかずみになって

場面ごとに役割演技をさせることで，

言葉の内容や言葉遣いだけでなく，あ

いさつをするときの表情やお辞儀など

の仕草についても気付かせる。

４ 児童の反応（授業後の感想）

・小鳥や猫などのペープサートが子ど

もの興味を引いた。児童にペープサー

トを持たせて，指導者が演じる主人公

に対する注意を発言させた。担任に向

かって「○○じゃあだめだよ 」など。

と注意ができるということもあって，

みな，我先にペープサートで演じたが

り楽しそうに活動した。よいあいさつ

ができる主人公を演じるときには，児

童それぞれの個性が表れ，見ている子

「 。」から ○○さんらしい言い方だなぁ

とか「その言い方はちょっと怒鳴って

いるみたいで失礼だよ 」といった感。

想が出された。役割演技を見ている児

童は，自分とは違うあいさつの仕方に

気付くことができ，また，演じている

児童も自分のあいさつを振り返る機会

となった。

５ 実践者からの一言

・少々コミカルな感じの資料なので，

楽しい授業にはなったが，あいさつに

ついてじっくりと考え，そのよさや大

切さについてしっかりと内面化をはか

るには至らなかったようだ。低学年の

うちは 「あいさつをすることでいい，

気持ちになれるね」の段階で終わって

もよいのかもしれないのだが，いずれ

にしても道徳の時間だけでなく，他の

教育活動と関連を図り，効果的・継続

的な指導が必要である。

（東浄小学校 梅田広晴）


